意見・質問等連絡票
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笠原　新太郎

	
	
	まず今回できてきた、「総合戦略案」を読んで受ける印象を述べます。漠然としたものですが、基本戦略のⅠ、Ⅱは岡谷らしい計画と感じますが、Ⅲ、Ⅳについてはありきたりな計画という印象を受けます。これは致し方ないことなのかもしれませんが、もしそうであるならば総花的にどの計画に対しても同じように力をかけるのではなく、岡谷市では特にこれとこれに注力するのだという「選択と集中」が必要だと思います。大事な２割のことを押さえれば８割の成果が得られると言われます。限られた戦力の中では特にこうした考え方、取り組み方が必要だと思います。
　次に商業者の代表として「商業の振興」について意見を述べます。来年中心市街地に、諏訪地方では断トツに大きな商業施設が開店する予定です。まちの魅力の一つに便利な買い物環境の充実がありますが、岡谷市にとり今回の大型店の開店は、数十年に一度の商環境の充実につながる大きなチャンスだと思います。「買い物するなら岡谷」と言われるようになり、多くの買い物客を呼び込むことができる可能性が十分にあります。既存商店街や地域店が大型店と共存共栄することができれば、年配者にとっても勿論ですが、特に若い人にとって魅力あるまちづくりに繋がると思われます。今回の計画において特に初期の５年間では、この大型店と地域商店の連携、支援が大変に大きな意味のあることだと思われますので、総合戦略にぜひ盛り込んで欲しいと考えます。
　最後に、今回のこの総合戦略は、岡谷市が単独で取り組む計画を立案することが本来の目的だとは思いますが、内容によっては圏域の他市町村と連携を図りながら進めないと、実現しないことも少なからずあるように思われます。ぜひ、そうした考え方・方向性を積極的に取り入れるべきだと考えます。
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小山　智

	
	○
	・製造業は岡谷のコアコンピタンスと言うべき産業であり、創業・企業支援もさることながら既存企業の活躍・活性化が最も重要です。同時に工業振興は単に雇用の創出のみならず岡谷の特長、アイデンティティを磨き続けるための不可欠な戦略と考えます。基本戦略の目的と宣言が雇用にのみフォーカスされているので、もう一工夫検討を望みます。

・また、経営環境の充実につきましては企業のライフステージと経営課題に応じ産・学・金・官で共同する「地域企業応援パッケージ」のような形で支援する項目を盛り込むことを検討願います。

	
	〇
	・商業振興は人口増加（人の流れ・定着）に不可欠な戦略です。よってより住民目線のニーズ把握が必要と考えます。一般的な消費者ニーズ・時代の変化のみならず、住民の暮らし易さに直結する街づくり、商業者・創業者支援を希望します。

	
	〇
	・新たなシルク文化の創造につきましては、是非とも織物産業を市内に誘致しメイドイン岡谷のシルク織物を岡谷の名産品として商品化し売り出すことを検討願います。製糸ブランドをシルクブランドに変えるにはシルクの最終製品を岡谷で作り上げてこそ内外に力強く発信できると考えます。

	
	〇
	・女性の活躍促進についてはKPIを起業件数とするのみならず、経営者数、管理者数、育児休業取得者数、同復帰者数等、活躍の場面をより広く補足する評価指数を設定することを希望します。理由は女性が活躍する場は起業の場面より働く場面が圧倒的に多いと考えるからです。

	
	〇
	雇用対策につきましては女性の活躍も念頭に理想のワークライフバランスを実現させるメッセージが必要と考えます。調和のとれたワークライフバランスの実現は人の定着、子育て促進等に欠かせないベースとなる対策と考えます。

	
	〇
	各分野の戦略はそれぞれ単発的に実行されるのではなく有機的に結合し展開されるもの理解します。是非とも本戦略が一貫した思想の下、着実に成果を上げられることを期待するとともに私ども地域金融機関も自らの役割を認識し、必要な場面において積極的に使命を全うする所存です。


■岡谷市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（案）、岡谷市まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）に対して寄せられた意見（パブリックコメント要旨）
	基本戦略Ⅰ　たくましい産業創造戦略

	・岡谷市の伝統ある「工業活性化」によりまちづくりを活性化し、岡谷の創生の進路を見出していくのがもっとも的確。
・岡谷市の工業は規模の大小を問わず、金型・切削・プレス・鍛造・メッキ・組み立てなど幅広い企業集積を持っている。この際これをさらに大きく広い、航空宇宙産業分野へと進出すべき。
・「諏訪圏ものづくり推進機構」を主管とする医療、健康機器開発の人材育成に向けて６市町村と連携していく。
・特定分野で優れた技術を持つ企業が数多く見られる。
・県全体の航空宇宙産業を活性化するため、産学官（信州大･東京理科大などとの連携）を強調している。
・飯田･下伊那地区では、特区を始め思った以上に進んでおります。これからでは後発組は免れないが、なんとしても仲間入りして諏訪の技術力を発揮して欲しい。国際的にみても、飛行機に関する話題が広くなっている。旅客、貨物、燃料、構造、効能、航路など宇宙を抱えているだけに、深く広いもの。市内の企業がここに持っている優秀な技術が、世に知られずに眠ってしまうことは、みんなの大きな損失。現在、様々な組織･機構がある。夢といわずに、ぜひこの「航空・宇宙産業」の分野に日を当ててほしい。
・用途地域の見直しを必要に応じてピンポイントで早く対応できる態勢にする。

	基本戦略Ⅱ　岡谷ブランド発信戦略

	・地域に暮らす若者（３０歳前後以下）があまりにも少ない。これからは、空き家や空き地、荒地だらけの過疎化の一途で滅び行く郷土のような気がしますので、創生総合戦略（案）に大賛成。
・活力があって魅力ある岡谷には、交通インフラの整備が重要に思える。
・諏訪湖サービスエリアのスマートＩＣ化について、これを新時代、新／岡谷の起爆剤にする必要があるように思う。諏訪湖スマートＩＣから上諏訪温泉への直行ルートに加え是非岡谷方面も有効利用し、次世代の岡谷の商業／工業／観光等の新しい玄関口として全国へ発信し地域を活性化できればと思う。
・自然と岡谷中心市街地へ導かれる交通インフラ整備が２１世紀型の若者にも魅力ある意外や現実性の高いこれからの岡谷創生と考える。
・本市の魅力発信の仕方を具体的にする。企業で働いている若者の声、子育て支援、青少年団体、スポーツ団体等の生の声を発信する。
・岡谷市内の観光拠点、商業施設を結ぶミニサイクリングロードの整備。ホテルに大浴場がプラスされていればよいと思うので、それを設置する補助金を出す。
・中年層への帰郷の呼びかけや就活の場をつくる。
・国際交流フェスティバルというイベントを開催し、外国人を含む観光客を誘客する。
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